
参考資料 

1 

 

【予防保全型管理と事後保全型管理】 

事後、予防の類型は、ライフサイクルコストの算定結果を踏まえて確定する。 

 

 

 

管理類型の検討の流れ 
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【健全度判定】 

健全度判定は、健全度調査で得られた情報をもとに、公園施設ごとの劣化や損

傷の状況や安全性などを確認し、公園施設の補修、もしくは更新の必要性につ

いて、総合的に判定を行うことをいう。 

健全度の総合的な判定は、「Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」の四段階評価を標準とする。 

 

 

健全度判定における評価基準 
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【緊急度判定】 

健全度判定にもとづき、施設の補修、もしくは更新に対する緊急度（高、中、

低）を設定する。 

・健全度Ｄの施設は緊急度「高」となる。 

・健全度Ｃの施設は基本的には緊急度「中」となるが、特に優先度が高い施設

については任意の指標を設定した上での考慮を反映して緊急度「高」として

よい。 

・健全度Ａ、Ｂと判定された施設は、例外を除いて緊急度「低」となる。 

 

緊急度判定のフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急度判定の目安 
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